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山
田
学
区
の
み
な
さ
ん
、
平
素
は
私

達
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
創
設
以
来
八
十
周
年
の
意

義
あ
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。
八
十
年
の

変
革
(
下
表
参
照
)

を
経
て
現
在
、
山

田
学
区
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
十

六
名
と
主
任
児
童
委
員
一
名
の
計
十
七

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域

(
別
項
民

生
委
員
名
簿
参
照
)
、
に
お
い
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

関
係
す
る
任
務
の
内
容
は
、
福
祉
の

諸
問
題
を
中
心
に
、
老
人
、
子
ど
も
に

関
す
る
こ
と
、
一
般
的
な
心
配
(
悩
み
)

ご
と
等
、
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
皆
さ

ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、
日
常
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

私
達
民
生
委
員
」
児
童
委
員
は
自
主

性
、
奉
仕
性
、
地
域
性
の
三
つ
の
基
本

的
性
格
を
主
体
に
、
下
表
の
七
つ
の
「
は

た
ら
き
ー
詣
動
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

創
設
時
か
ら
「
助
け
あ
い
」
を
目
的

と
し
て
創
ら
れ
た
組
織
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
員
が

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
限
ら
れ
た
時
間
を
活
用
し
、
福
祉
問

題
の
複
雑
多
様
化
、
一
般
社
会
に
お
け

る
近
隣
相
互
協
力
の
希
薄
化
等
、
ま
す

ま
す
そ
の
活
動
が
重
要
視
さ
れ
る
な
か

で
、
よ
り
一
層
の
研
鎖
を
重
ね
、
自
信

を
も
っ
て
任
務
の
遂
行
に
当
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
達
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
「
守
秘
義
務
」
が
民
生
法
に
よ
り

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
お

聞
き
し
た
相
談
内
容
は
絶
対
に
他
へ
洩

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
安
心
し

て
、
気
軽
に
)
ご
相
談
下
さ
い
。
皆
さ

ん
の
心
の
糧
と
な
る
一
助
が
で
き
れ
ば

幸
い
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
乍
ら
、
私
達
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
力
は
限
ら
れ
た
も
の
で
す
。

諸
問
題
が
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
今
こ

そ
地
域
に
お
け
る
助
け
あ
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
緊
急
課
題
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
学
区
民
皆

様
挙
げ
て
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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あ嬢露の璃擦裔続聾レ“奪掠窃

環箆譲露青堀藍藻露を鰯弗転譲静織
(地区によっては、 2人へ3人の委員で分担しています。 ○○の一部とか、東部あるいは西部となってい

る場合で判りにくいときは、最寄りの委員に相談して下さい。貴方の世帯を担当する委員に正確にバトン

タッチします)

民 生 委 買・児童 委 員 と 担 当 地 区

地区(大割) 委員氏名 電 話 住 所 委員の担当区域i 

北 山 田 
中島 四郎 562-6869 北山田町733 北山田町の一部

i 

田渕 稔子 562-6096 北山田町873-2 北山田町の一部 十 

五 条 ・ 岡 山本 秀雄 562-2857 北山田町42 五条町・同町全部 

(元)山 _
田 竹川 昭夫 562葛1798 山田町142 山田町全部 

南 山 田 山本 成一 562-5389 南山田町809-4 南山田町全部(山田学区総務) 

不動浜・新南浜 堀井勢津子 563-1680 南山田町1051-3 不動湊町・新南湊町全部 

御倉・南山田団地 中村みえ子 563-7226 御倉町692-1 御倉町・南山田御団地町全部 

陽 の 丘 
藤井 光雄 562-2215 木川町1154-21 陽の丘団地町西部

′- 

田畑 豊明 562-0764 木川町1154-23 陽の丘団地町東部 

出屋敷団地 出屋敷一木川 

三戸 清利 563-1665 木川町1118-31 木川町の一部・出屋敷団地町の一部 

木村 政信 563-0045 木川町1011-1 出屋敷町全部・出屋敷団地町の一部 

木 川 西本 宏 562-6720 木川町469 木川町の一部(山田学区副総務) 

ツ 池 菊池 武宏 562葛6519 木川町336-134 三ツ池町全部 

新 田 

佐山 求 563-4518 木川町865-10 新田町の一部 

藤岡 明信 562-1240 木川町920-2 新田町の一部 

佐山駒太郎 562-6787 野村2丁目5-17 新田町の一部 

全 学 区 
(主任児童委員) 堀井とみ子 

562-0719 木川町1007 山田学区全域 

国璽園回国
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上
げ
て
い
き
、
民
生
委

員
、
児
童
委
員
、
保
健

婦
、
ヘ
ル
パ
ー
等
が
連

携
し
て
対
象
者
を
見
守

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
や
簡
単
な
日
常
生

活
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

福
祉
の
問
題
は
決
し
て

他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
り
多
く
の
市

民
が
福
祉
に
つ
い
て
理

解
し
、
助
け
た
り
、
助

地
域
に
は
孤
独
に
な
り
が
ち
な
、
ひ

と
り
ぐ
ら
し
老
人
や
重
度
の
障
害
者
、

寝
た
き
り
や
痴
呆
老
人
の
介
護
で
疲
れ

き
っ
て
い
る
家
庭
、
高
齢
で
病
弱
な
世

帯
、
子
ど
も
の
養
育
に
悩
ん
で
い
る
父

子
、
母
子
家
庭
な
ど
生
活
や
福
祉
の
問

題
を
か
か
え
て
い
る
家
庭
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
お
年
寄
り
が
人
知
れ
ず
亡
く

な
り
、
数
日
後
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う

記
事
が
新
聞
に
の
り
ま
し
た
が
、
よ
そ

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
草
津
で

も
あ
り
ま
し
た
。
市
民
に
よ
る
福
祉
活

動
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
地
域
の
中
に

S
O
S
を
早
く
発
見
す
る
こ
と
で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

福
祉
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い

け
ら
れ
た
斗
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
を
し
て
い
き
ま
す
。

一
、
小
地
域
関
係
者
の
合
憲
づ
く
り

小
地
域
全
体
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
.

ク
活
動
に
取
り
組
む
方
向
を
築
い
て

行
く
た
め
に
、
町
内
関
係
者
と
の
調

整
を
図
り
、
活
動
へ
の
参
加
を
得
る
。

二
、
小
ネ
ッ
ト
の
組
織
化

小
ネ
ッ
ト
の
活
動
の
協
力
者
を
発

掘
し
、
協
力
に
つ
い
て
調
整
と
ま
と

め
を
し
対
象
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
、
そ
の
活
用
を
図
る
た
め

に
社
協
や
行
政
と
連
絡
調
整
す
る
。

三
、
情
報
提
供

関
係
者
へ
福
祉
制
度
、
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

『
轟
碗
禽
隙
講
師
韻
藍
蕪
』
雑
感

へ
子
ど
も
の
行
動
・
大
人
の
心
配
)

副
総
務

西
本

宏

山
田
民
児
協
へ
の
依
頼
に
よ
っ
て
、

今
年
は
五
月
二
十
七
、
二
十
八
、
二
十

九
の
三
日
間
、
大
体
四
人
ず
つ
が
参
加

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
の
班
は
二
十
七
日
に
、
三
戸
、
菊

池
、
竹
川
の
三
氏
と
と
も
に
午
後
三
時
、

西
友
を
振
り
出
し
に
、
ゲ
ー
ム
店
、
平

和
堂
、
更
に
エ
ル
テ
ィ
ー
9
3
2
、
そ

れ
に
栄
町
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
巡
回

し
ま
し
た
。

西
友
や
平
和
堂
な
ど
に
も
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
っ
て
、
「
ど
ん
な
子

が
、
ど
の
程
度
集
っ
て
い
る
か
な
」
と

思
い
つ
つ
近
づ
い
て
行
き
ま
し
た
が
、

ど
こ
も
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
は
、
中
学
生
ら
し
い

子
と
か
無
職
少
年
ら
し
い
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
予
想
外
に
少
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ

と
が
功
を
奏
し
て
い
る
の
な
ら
、
巡
回

の
や
り
甲
斐
も
あ
る
と
い
う
も
の
な
の

で
す
が
…
…
。

そ
も
そ
も
『
ふ
れ
合
い
パ
ト
ロ
ー
ル
』

が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
初
発
型
非
行
の

防
止
が
目
的
と
な
っ
壬
る
こ
と
は
、

市
民
の
殆
ど
が
知
っ
て
い
ま
す
。
非
行

の
早
期
発
見
と
適
切
な
指
導
に
よ
っ
て
、

以
後
の
非
行
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め

の
対
策
で
す
か
ら
、
今
後
も
引
続
き
実

施
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
婦
連
、
民
児
協
、
更
婦
会
、

保
護
司
会
、
小
中
高
P
T
A
、
学
区
民

会
議
な
ど
が
そ
の
参
加
団
体
だ
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
も
っ
と
広
い
市

民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
非
行
防
止
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
我
々
大
人
の
も
っ
て
い
る
安
易

な
問
題
意
識
を
省
み
る
き
っ
か
け
と
し

た
い
も
の
で
す
し
、
社
会
を
少
し
で
も

明
る
く
す
る
こ
と
が
自
分
の
問
題
と
し

て
受
け
と
め
ら
れ
る
生
活
態
度
を
市
民

各
々
が
持
て
る
機
会
と
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。



平成9年12月1日 やまだ民児協だより 〈創刊号〉(4)

\_/

1.訪問入浴車により自宅で入浴サービスが受けられる

「訪問入浴サービス」 (平成9年夏から開始)

(1)対象者 市内に住む概ね65歳以上のねたきり老人でデイサービスの利用が困難な方お

よび現在、デイサービスの利用者で送迎等に困難な方。

(2)サービス内容 週1回程度 家庭に訪問し、入浴サービスを提供する。

・(3)利用料 1回当たり 500円

2. 「ふとんクリーンサービス」 (平成9年夏から開始)

(1)対象者 市内に住む概ね65歳以上の方でふとん乾燥等が困難な一人暮らし老人 

およびねたきり老人 

(2)サービス内容 月1回 ふとんの消毒乾燥 

年1回程度 ふとんの水洗い 

(3)利用料 1回当たり 乾燥 300円 水洗い 1,000円 

3. 「緊急通報システム」 (平成4年度から開始)

(1)対象者 市内に住む概ね65歳以上のひとり暮らし老人等。

(2)サービス内容 電話機に「緊急通報用装置」を取りつけ、急病や、災害等突発的事態

が発生したとき、迅速かつ正確な救援・看護体制をとることにより、

ひとり暮らし老人の生活に対し安心を確保する。

(3)費用負担 電話機等の設置費は所得税額により負担がかかる。利用料等は利用者負担。

*
超
高
齢
化
社
会
へ
の
突
入
、
老
人

の
介
護
問
題
、
社
会
風
潮
と
少
年
非
行

化
防
止
、
障
害
者
に
対
す
る
一
層
の
自

立
生
活
の
援
助
な
ど
福
祉
の
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
順
調
な
日
常

を
送
り
得
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
い

え
ど
も
、
老
齢
化
だ
け
で
な
く
と
も
、

何
時
助
け
を
求
め
る
立
場
に
な
る
か
判

ら
な
い
の
が
人
生
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
民
生
委
員
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
背
後
に
は
心
温
か
い
支
援

の
手
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
一
般
市
民
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
住
み
良
い
山
田

学
区
が
、
そ
し
て
草
津
市
が
維
持
発
展

で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
山
本
総
務
が
巻
頭
で
、

「
地
域
援
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」

の
重
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。


